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併瑚点厘疲桝ガ脚
アルコール併存症ミニ伊瘡
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依存症診断変遷

独立行政法人国立病院機構
久里浜医療センター
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わが国における飲酒者割合の変化 
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15歳以上の国民一人当たりの年間平均アルコール消費量 

（リットル．年）　　　　（純アルコール換算）の推移 
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純アルコール 
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ギャンブル依存疑い者数の推計値 

調査年l男性　6　女性　F　合計 

2008年　　482万人　　89万人・571万人　… 

2013年　　438万人　　98万人　　536万人 

SOGS二5点以上の者 



アルコ一一ル岸神疾岩の謬筋基準「β本ノ

アルコール中毒執断会題「／タ乃年ノ

以下の二項目の双方を充たす．

●　アルコール離脱症状の存在

○飲酒行動の異常（以下のいずれか一つ以上）
1〉強迫的飲酒欲求に基づく飲酒抑制の障害
2）負の強化への抵抗

3）連続飲酒発作の出現
4）山型飲酒サイクル
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中高生のネット依存有病率のヨーロッパ

諸国との比較
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わが国の中高生のネット依存の推計数：約52万人
ヨーロッパ研究

調査対象者約12．000名
平均年齢約15歳
参加国オーストリアエストニアフランスドイツハンガリー，アイルランドイタリア
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アルヨール便 �用障害の診断基準の変化 

アルコール中 � 

毒診断会議 �●薬物の種矧こより異なる基準 

（1978年） �●　身体依存の存在が必須 

DS州－ⅠⅠⅠ （1980年） �皿 

D5仙一工ⅠエーR DS仙－Ⅰ∨ �●薬物の種矧こかかわらず同じ基準 ●身体依存の存在は必須でない 

ICD－10 �○依存症＋乱用（DSM） 

（1987年以降） �●依存症＋有害な使用（lCD） 


